
ICTにより健康・快適を実現する市民参加型スマートシティの概要（スマートウェルネスシティ協議会）

実証実験の内容 実証実験で得られた成果・知見

今後の予定

■実証実験の概要・目的

■都市課題 ■解決方策 ■ＫＰＩ

●短期の取組内容
・2021年度：ビジネスモデル検証（一部の費用に、民間資本等を活用した
検証を実施）
・2022年度：サービス・システム実装（スモールスタートで実サービスを導入）
を目指す
●中長期の取組内容：対象範囲を拡張、各サービス構成要件等の見直し

民間企業と連携した市民の行動変容を促す実証実験を通じて、官民が共有できる分野横断データの利活用による歩けるまちづくりの効果、及び持続
的な事業モデルの検証を行う。また、これによる地域の課題解決に向けた効果及び課題の検討をし、早期実装での課題および必要方策を整理する。

○徒歩＋公共交通中心への転換
○健康づくりのための都市空間の構築に向
けた身体活動の推進

○賑わい空間の創出実現・回遊性の向上

○健康寿命の延伸、ウォーカブルなまちづく
り、公民連携のエリアマネジメントをICT
をもとに展開

●健康指標 歩行時間：20分/日の増加
(約30％増加) 2024年
●賑わい指標 観光消費額：7000億円
/年 (約20％増加) 2024年

実証①：市民参加型アプリの開発・実証
アプリ開発とデータ取得：オープンスペースへの誘導し、
市民に歩くことを促すアプリ構築を実施。実際に本アプリを
利用してもらい、移動データを取得。
アプリ活用：アプリ上を介して「密を避けた賑わい形成」
及び「市民の健康増進」に対する効果をデータに基づいて
定量的に把握した。

事業スキームの検討：アプリデータ及びヒアリング等を
通して、ポイントのインセンティブ付与、必要なコスト、得
られる効果（健幸まちづくりと賑わい形成）、データ等
を整理し、持続可能な事業スキームについて検討した。

抽出された歩行経路

まちづくり部局へのヒアリング結果に基づき、人流データの都市施策への適用について
下記３つの着眼点を抽出し、それぞれについて本事業で得られた人流データ等を整
理・分析した。
（１）公開空地の居心地の良さ評価への活用
（２）移動目的（特に観光）及び移動手段の把握
（３）公園内部の移動状況の把握
それぞれの観点からの活用可能性を確認した。

国土交通省 早期社会実装に向けたスマートシティ実証実験 対象事業

2021年

11/1
2022年

2/28～実証期間

運営：スマートウェルネスシティ協議会
（日建設計総合研究所、つくばウエルネスリサーチ、札幌市）

“さっぽろ圏ポイントアプリ”でできること

SDGｓを応援する機能を順次追加予定

まちなかを歩いて
ポイントゲット︕

貯めたポイントを
社会活動に
寄付する

まちなかを
歩いて

ポイントをためる

貯めたポイントを
WAONに交換

まちを良くする
行動でポイントを

獲得

SDGs行動で
ポイントゲット︕

期間限定
1,600ポイント+α
獲得のチャンス︕

1ポイント＝１円相当

実証②：
人流データ等の詳細分析と結果の都市政策への適用可能性検証

・アプリデータの都市政策への適用として、アンケートデータ結果等との突合や、地
域独自の課題に紐づく地域内各地の詳細な状況を確認する方向性を確認した。

歩けるまちづくりへの効果検証：取得されたデータから
、アプリの「密を避けた賑わい形成」及び「市民の健康増
進」に対する効果を定量的に把握。

45.8 

43.8 

32.8 

46.9 

53.1 

28.1 

31.3 

36.5 

26.0 

21.4 

26.0 

25.0 

30.7 

27.1 

25.5 

0 50 100

歩く距離が
長くなった

歩く時間が
長くなった

外出頻度が
増えた

その地点への
訪問回数が増えた

イオン店舗に行く
動機になった

あてはまる どちらとも言えない あてはまらない

実証① アプリを活用する人は女性6割、就労層
(30~50代)が中心であり、主観的健康度の低い人の参
加割合が低く、健康無関心層の取り込みに至らなかった。
・「まちなかクエスト」を活用することで、歩く距離・時間、
外出頻度が増加する傾向が示された。また、これまで行
ったことのない地点への訪問も39%と高い。特に、運動
への自己効力感が低い人において、アプリ利用率や活
用頻度が高い。
実証② ・対象地のまちなかの居心地の良さは、観光目的の人の方がポジティブに
評価しており、普段はついでに寄ると回答した人の方が厳しく評価をしていた。
・大通り公園の西側で滞在している人の方が、長く滞在の傾向。また、公園内での
滞在時間が多い人を抽出すると、電車でわざわざ訪れていることが推測できた。
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